


























は大きな千本格が、行さかう入々の心を和农ゼていた 



日本で初めての r 映 a 列 
車 j 西され • 立； II - 寶 
京阚を扶两とアトラクシ a 
ン夸稟 t みながつ fc 



「停車場」から 

の 


北口口—夕：>|に»袁った-离松町火 li リ、入 n 交芩点に 
昭和30_斯«のバ>ク8?郎逡くリ出した埭元乃|¥«興 



か^めぞいてみると、 IR 冬中心とし T 街か K 
0てさた嫌子がうかかえ K >. I た，当崦の It 
空からの E 典*膨 UXI しく •寅耋な6のてあ* 


野原!:線路がひかれた•その上 
を n 率が走つた。陸療氕と呼んで 
いた入がまだいたのかも知れない ♦ 
明治ニニ^四 H 十•日、5■武麸遒 
(祈«〜立|||〕間の開通。大寧件 
で*つた。あれから??年。 If 卓堪 
は 「 IKJ とな〇， H 鉄は 「JRJ 
と变待。百年記念を№4:して、懐 
かしい as をお B にかけよラ* 


¥真嫌供 • 梗史厌浴黉 Mffi 愈子^ N/S 氏 



で： T 二中と Eli 妨の苺がよく)？.え 

たというが*い i 令その B すらな 

い111しい is ぃ»となウ T しまつた"农た吶 



躍 P 二. 
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この r クルマ時代 J にも、やはり鉄道の役割が 
おおきいことは立川駅100周年のフィーバーを 
みてもわかる 0 この駅で、乗客には見えないとこ 
ろで黙々と活躍している人たちの姿は ••• 


この人たちがいて駅麵 


全围約360か店の 便利 さを 
ご活用ください. 

，し. lufti ヤ人叫 - U 彳 

-弟 一 勘眾銀 n 


漢字テスト © 


空相に一字袖入を試みよ. 

►# 風 雨 
►鳥 花香 


給与振込は 


s #.^ み M •リこ • ， 7^3 

W 拟 T ! 汧ふ？ € T?W 

^vr ^ *t ur > 

„ r *- ro ^«々»! l ^ 工 

n ?*„ sioTrnTI : J ^51 

削邛诩没 

V ^ J - す vtl 


窝かれる と 思いますが • 日本ち かい 
列中が a * i されてい i してね a じめ <:一 本 
本の列巾をわが f のょぅ 1: 兌え て 千 h ック 
することが大切でね ••ヘッドいつて 屯中 
ルと％^の fffl を. «'« 

舶 ぅん//けど*ラ V 

M : ' ャ S ぐ. ュ s 

一封—，:」 人ってく 

ぐばや 

して .. Tt なぃ • 

«令維 W の： ^ r ll u 後 WWO だけ じ やわ•丛本 
抑作の声出し、 fit ^. 睐 is が人5 r ft 锐へ の ^ わ 
分けが JE で •その 時々 の 流れを M み，スムー 
ズ に ^つて Ifltt るよう に 心がけて い i すよ* 


そぅですね♦なんとい C てらダィヤ tM+A 
計商》どおり1:布 - H を走 t , せることが私の?9: 
で•端から «. ればなんてことない' tt に3?ぇ& 
かもしれませんね：*兑の蝓送 K 1 令からの 

指-小で ft ; きま卞 

には，令愐が荽 
ねられてダィヤ 
1 L 常化1:必叱で 
I 3. C •ます*问分 
W 秒といつた問 
• W で：£ぃてぃる«*|1を讶理して.鸟り的の時 
問1:4^り例に到荇*泌中させる.この拟み*ね 
が W 大のサ I ビスですから•立川も rl 午です 
が、 ariijw 俗でも味わい： A (: w があるようで* 



1-11 の n (: は•お呔が m けちやぅぐ•らい^を 
忠れていかれますね • In ' ff 本ちかい傘や • 
:3近目立つバッグの忘れ物は<1とんど取りに 
きません •« o た忘 n 物といぇば*リス(ぺ 

ッ トーク人れ/41 
ですかは^ 
«や夕彳ヤなん 
か t « o た 
の ひとつでした • 
中でも？ rfi 品は 
W りだね です** 

中味の鉗の*ぃから技逍««ダち介ぃなんて 
叫 Ifn も m た oli 十•忘れ物は駅からケ|1|»怯 
, K :: l , l ; lt •版 IHi ' v セン？—!: , ® ばれ 
て 行 t 年後1:また一>3!:に捽ぃ^って3ます 



駅の中心人物“駅良の-:::にも•こんな知 
られざる 一 ! fll がある-「立川 sfli にな <1 たば 
か々でして，まあ*ビヵビヵの|^とい\, 
たところです•デンと m つてい. 〇わけにはい 

き i せん•怵内 

1 «- なぃか‘ S り 

A 

f . ♦チしごし 

S ： さんに與んで 
旭 It る駅に したくて•あつちの «が！と g 
けば ftl : いつたり と、 W 奇心おぅせいに逯り 
回つています.*川を知らなき^ t "/) れこ 
れ本を兄て«強 LLi すょ Jt . lliiH 駅 ： T 


0 


語 

は 

紙 

表 


*! 

ふ 

ぐ I 


w ^^nrLfn 

• J •近代的な畎と I て 
fft 尖な姿を^ L た。そ 
のォ I ブン vrMLA し • 

GL 鮮やかなレゾ I フを 
•地域のために • \ 

多# msmt 豚など 
の協乃で^呪すること 
にな c た • r * t と鉍の K ! り•と 
いぅテ—マで^:に取り 4 R / L だの 
が•あの作"5陶板 來塊)レリ 
—フです••平和 •»• を进〇こ 
んだものを， t の要锼があ〇てね 
»の { iff 究に方々^き：！：りました* 
らちろん•哝や nifv . 的女性，その 
他のモチーフ '<: ついてもですが • 
わたしにとつて^めてのことで* 
© ㈣ をもとに i £ 形^ルィ•フラン 
セン氏 r トィッ> が•飧物にな6 




真如苑だよリ 


RI 冬で-^®の K いが心 ftd 




vriiL /; が •^11 ころび. 

+ WJft が叹さ&れるのは•やは；^ 
H OR 本の#の ae です•太然 V.V 
: J の!&遇はお 4 つたょり tl »: か ； J 
i : な ko です • 1 
^ &伸«の Ato 宛へ，今 n 4 い 
5 お出掛け<ださぃ • 本 

ハ HU 時 4 H 22 日 tti 

午後2時1畤 

■44 -I 

■ 

4.めと L て^一!など ft りだくさふ 

4/ I の rH 患が I てございます • 

‘• ■-, lll»flli <^ 人> し限.らせ. V - 

冬て項きま十 • 

-♦■お 中 L & み 〇 
■44は r えくてび 


4めん • n ンパ 
44二★•ン j t 本^ 


I を手^して， 
t n た入)へ • 





よぅにアレンジしてレリ—フを /I 
る4です' どぅ©^が4つていく 
のか • $と興味から31 r 4 か ct 楽 
士で足を*びました " ml ロクバ 
のはうは相史があるんですね ♦ ァ 
レンジの某咕しさ|:びっ<りしま 
L / J - I あ.吩 ㈣ の侍つてい6イ 
メ—ジとは 



常に斬新な t のを求めてやつてい 
ます。尔川の後1:*鄉平»*1?|チの^ 
埸 / rfrstlM のレリーフを W み » r て 
までや Mil た•立川でいい妙強 
をしましたよ j と' 32賊所 K'Af 
^• sc - lHJn ている fv . llra 人さん • 

ェ房»5 

春 - ll ! J - 丨：". 
ft 地(架^町 > を訪れてくださる 
方がおら U るよぅです•こんど* 
t で ffc ^ w 所にしておりました 
項 ft 地を本 L 培 t L て mfr くこと 
にな办ました*これまで同5£*い 
ろい/>な {« 報をお«せください • 
i た*胂氕特に£びにきてくださ 
•- 

H タウン法フェスティペルに今同 
<第4§も#加 • - r 86誌の中の 
一つ tl て今.闽のタウン誌と交流 
を深め6絶好の機会で 1た。籲ヶ 
川駅 matTI 年は♦どつしね tl た 
1¢.¢」を®じます•さすがあ 「W 
の ie [ j じやありません*••そして. 
來¥は¥*いもので、この街も市» 
五卜年•年々 •)7 みをま L てくる 
6が fcnlrli なのです ■•ぇくて び 
あん吹くともな L に竹の ft 

£ m - S00 +川 U 子神 Iti 肩 4- n 川 it 
ffl 中 «-?• ぶ上麻5 ♦ JtiEv .. w 曲憷+ 
AIN^vffitIT MMlflx 田義.3 


g え V てびあル第 57 S 

平成元年四月一日発行 
廷行所え <てびあん «* H 茂 
立川 1 EI 9 士見 » I 2-2 Q - t 5 
パ—クビユ丨ハイツ501〒990 
$ 〇四二五 g < 

«廨入立并啓介 
発行人沣野 A 男 
印勘所执大廣社 


U 〇 8 2 


到 


1立川\*馘」1:も«1«1たア 
マチュア探の«你拢遺手 <栄 
» J 4 rH > が仝=本«|抆遂手推人 
会で FK 倒的な強さを発揮‘笫37代 
ァマチュァ相«=:本|と同畤<:天 


rn 



•培^を汶トナされた-この^^を冉 

び立 nlm 相！ t !45 l をはじめ ff 志が 

圯い ( 2 ;=: 18n •立川グランドホ 

r ル》^人な WW バ I ナィ—がひ 

らかれ_を浚え：^ 


北京に渡す歌のかけ橋 

frllti ^ fAk ;:: 出夫さん < tl » I 6 
TRJ が 3 n26n ‘4 t >?: で nizrE 
の成#会を llfli * •女声の fttw 声 
の則 fsyc でつづる珍しい试みで•則 
^はテレビ^でおなじみの俳飧* 

jtMittf 介さん•取ぅ UH ^ 上氏夫人 

で* V ブラ ノ :ftftL て ifiw 中の 

4¢;英子5ん'仲 

咏まじい•おしど 

り演奏会*でぁる" 

p«u T vrvc ?<-<«.*, 

况 K 送次 i ' A 出 1-4 

> l # M>y 

満成劝 /. 



i 立川クイズ ■ 

甲 A 鉄 iil 斬 m 彳立川問が W 通 

L たのが今から 11 H ) 年 #I の - r Ht 1 

日> ところがこの時' m 通式を 

せずに@龙を * nn 始したそうな。 

さて、その项由は？ 

a ) ln {元成予定が人 te <: i 2 れた 


ため^袤開始を&いだ- t 小 

岔并公浏の花 W , の時 wj に間に 

合わせ6ため S いだ•③沿線 

の itJfia 設反対の声が強かつ 

たので灼«1た* 

〔先月 号の答〕 ❸ 

附和？^” n 2 n •切の外 

3槌 tL てソ連株が * 川に。 


新 住所の 

お知らせ 

本紙室 IX 

铱士 H . 町 2 rn 

に RX 淠を恃つ 

てお”ましたが 

ここをノんくてび 

あん梅% X 1 S 5\ 

として本格的に！2免话 i ) J をす6こと 

になりました-* 

•〒 IM 立 川 市宮士見 6*2 20 15 

パ— クビユ I ハィツ $01 

• 00425 * 28 *0 082 です 0 



立川职長 

列伝 

❿ 

中野明 

『立川駅|?|1設£-1 
問年」を問 ii £ に 
枝えた二 mriK 

の人本発令1:上 
り^四 一 代立川 

氏が Mfr-lwfc 

の忐水职技から 
01榊 y を終えた 

川肌を H * t と会 
社や学 2 f /) る 
い a それぞれの 
お? J : ほの！： D 的地 
i の;4過地点と 
L てだけで U な 
.- - . 

がそうで^づた 
ょう• Ji ^ t の屮 
心的 RiR を山め 
るょうな«に L 
たい Jt •捋求の 
filft を m か甘て 
くれた、 

叫抬二十一¥ 
Rn - 

tL て出^ L た 

されたら のの、 
この存， JR « 
H 木という ft し 
くも叫^小^阶と 
InlcIiitiL て 
fl 年 H を迎えょ 
ラ tL ている* 
§ 

• 

柰萼 A は駅 
宅に52げ 
られている 
贈 ft 駅 li の 

R 扎 — ri 半 

の歴史を W 

か <: H . 守る* 




脊* lfllt:?J 

?代^<良乎打 i :- 

专灾山内一夫 一 
一 0' 林 像 

J 1 十之 K $ 田^ I A 

市 r 秀雄 
18ベ， 天！ tr 武壤| 
篆|^¥山 昇 
篆在始秣*別| 

JL 十 R tlfc 具- H ：: 
プーナ 代嘛又高良 



-£4<孚木 X 方 
T 及植松重 

f 代裳^式男 
玄代矣田文夫 
二次 A 田 JLI 


ii ; 矣玄正安 
4^松本^|~| 
之代法^軍年 
+ A び^斬 { 
tl . 次 

t 代) S 今4古？ 

を 玄 vtj " 


tl ^ l 中 * A ま卽 
+1代味本 Jc '£. 一 
十 K ! 袜锹汰&一 
A . 代林域 ？ F H • 
八代土廈寶一 | 

^^^1山縈4,一 

六代田中六卸一 
夂代诃村 X 

で af s 

炙氏?;表皮三郎 
ふ代^ Rv 今 
初代中爲福夂郎 
«代 K 長 




























































































▲中 3 の*^ピアノ仁®かれ二 S てバイ I ルからペートーウ I ン 
まて一试に at んて'しま nt 一 作 au 坩曲が多かったか最近 uk 在 
曲にも力をオルガン曲「置中供養宥< 1 バ 3 ►•イツで离<卩«. 






鹰こさ•ザ川町 1 


を»琰するのに料宇的知通が不可欠と 
電子畜苯あらゆる音が索树とし T 使 
ン通りに加工できるの C 赛かれている， 


TACHIKAWA 


ない，新しい曲，として。音*の tit 羿が一つずつ広 
がっていく ◊ K 術帥の心にイメージがわく度に。 



えく V び^ル 




於—とさろ/ / 


作曲家は*術師=わき上る想いを ff 符に変えて、 
丘線譜の中に生まれかわらせる。^も le いたことの 




itt れ卜 trJW 

t あつた•か、5•はり二の ii に.打* a 
の曲•か多い•明和47寧，茶^呆 fl 角寅§ 


一0 0复§ 
















